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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成24年2月2日(2012.2.2)

【公開番号】特開2008-69061(P2008-69061A)
【公開日】平成20年3月27日(2008.3.27)
【年通号数】公開・登録公報2008-012
【出願番号】特願2006-251028(P2006-251028)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  31/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ  31/04    １０１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月14日(2011.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＭＩＴ耐揉疲労試験において、グラファイトフィルムを１．５×１０ｃｍにカットした
試験片で、折り曲げ半径Ｒ２ｍｍ、左右の折り曲げ角度９０°、速度９０回／分、試験荷
重０．９８Ｎの条件で測定した切断するまでの往復折り曲げ回数が、３００，０００回以
上であることを特徴とするグラファイトフィルム。
【請求項２】
　ＭＩＴ耐揉疲労試験において、グラファイトフィルムを１．５×１０ｃｍにカットした
試験片で、折り曲げ半径Ｒ１ｍｍ、左右の折り曲げ角度９０°、速度９０回／分、試験荷
重０．９８Ｎの条件で測定した切断するまでの往復折り曲げ回数が、１００，０００回以
上であることを特徴とするグラファイトフィルム。
【請求項３】
　密度が１．２ｇ／ｃｍ３以上であることを特徴とする請求項１又は２に記載のグラファ
イトフィルム。
【請求項４】
　面方向の熱拡散率が８．０×１０－４ｍ２／ｓ以上であることを特徴とする請求項１～
３のいずれか１項に記載のグラファイトフィルム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６６】
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